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7_BA_A7_E7_BB_83_E4_c105_146884.htm 居と言う呼び名を文

字どおり解すれば、“そこに居るための部屋”であり、リ

ビング、ルムは“生活する部屋”である。それじゃ、料理

しているは台所に“居ない”のか、寝室で寝ているは“生

活していない”のか、と言えばもちろんそんなことはない

。しかし逆に、居とは何のための部屋か、とい返されると

、一言で答えるのはしい。居は“料理する”とか、“寝る

”と言うに分化し得る生活行のための所ではないからだ。

まあごく通俗的に言えば、“のため”という答え方がある

が、この“”という言はホムドラマの一面のような①白々

しさが合って、どうもインチキ臭い。近ではテレビの中で

さえ、所辛口ホムドラマばやりで、に描かれたような家族

などにはめったに目にかかれなくなった。とは数の人がし

そうにおしゃべりしていることを指すのだろうが、居が②

それだけを目的にしているとは思えない。ちょっと考えて

みればすぐ解ることだが、居では一人で新をんでいること

も、爪を切っていることもあるし、夫でっっていることだ

ってあるのだ。 住宅の史を穴住居まで溯って考えると、初

めにすべての生活行が一部屋で行われた住居があって、そ

こから理、睡眠などの、③それ自身としての分かれやすい

行のための部屋が次々と分していき、その後に残った行す

べてを引き受けているのが居なのだと言えよう。後に残っ

たのは、分化され得ない行の合体だから、一言で名づけよ



うがないのが当然だ。そういう行を敢えて言い表している

のが“居る”とは“生活する”という言なのだろう。 （ ④ 

）、住居の中で居が占める位置が、それぞれの目的に沿っ

た室を引き去った余白のようなものであるかと言えば、む

しろ反であろう。住居の者はたいてい、生的な序とは逆に

、居を注にして住宅を考え、その周に々の目的を持った部

屋を配置していく。これはあまりにも⑤常的な手になって

いるので、者自身も特に意はしていないことが多いが、あ

の手の中には⑥一つな思想が潜在する。それは数の人が家

族と言う共同体をなして一つの住居に暮らしている、その

家族の共同性のとなっているのは、料理するや寝ることで

はなく、そんなに分化され得ぬ行の合体である、という考

え方だ。これがなる常ではなくて、一つの代の刻印をもつ

思想であることは、の代の住宅を思い浮かべてみれば明に

なる。（ ⑦ ）日本前における中流以上の住宅では、洋の接

か、座敷と呼ばれる接客空が平面の中で先的な地位を占め

ていたが、これは社会的な体面を重する思想のれである。

また西部の世界では、たいてい食卓が住居の中心を占めて

いたが、これは激しいの後での食事が最大の喜びでもあり

、それを神のみとして神するキリスト教の信仰の具体化で

あったと考えられる。もちろん今日でも、自身を含めた食

いしん坊やみ助にとって、食卓は大重要な心理的位置づけ

を持っているのだが、えのからざかった生活の中での食事

は、（ ⑧ ）神な光背を失っている。そして、人工照明のに

よって引き伸ばされたい夜や、家事のによって生まれたを

ごすための空として居の重要性がしてきた。その上、在で



は前の家父制的な“家”とはなり、家族と言う共同体を外

から限定するみがなくなっていることを考えると、居は共

同性を支える中心としても重要な役割を担うようになって

きたのである。 １（ ④ ）、（ ⑦ ）、（ ⑧ ）に入る当な言

を下からそれぞれびなさい。 ④ １ かえって ２ しかし ３ だ

から ４ にもかかわらず ⑦ １ つまり ２ それゆえ ３ ところ

が ４ たとえば ⑧ １ もはや ２ やがて ３ やっと ４ いよいよ 

２ 文中①「白々しさ」とあるが、この合、「白々しい」の

意味として最も当なものはどれか。１ 明るく暖かい２ 寂し

く冷たい３ 自然な４ 本当らしくない ３ 文中の②「それだ

け」の「それ」は、何を指しているか。１  ２ ホムドラマ 

３ 生活 ４ テレビ ４ 文中の③「それ自身としての分かれや

すい行」とは、どんなものか。１ すべての生活行２ 料理や

睡眠３ 家族のおしゃべり４ 居で行う行 ５ ⑤「常的な手」

とあるが、者が住宅のをするの常的な手とはどんなものか

。１ 人の部屋から配置する ２ 台所から配置する３ 居から

配置する ４ 寝室から配置する ６ ⑥「一つのな思想」とあ

るが、これはどんな思想か。１ はっきりした目的を持たな

い々な行が家族の共同性のとなっていること２ 人の空を保

しなければ、家族としての生活が持できないこと３ 料理や

睡眠などの基本的な行を家族が共有するのは当然だと言う

こと４ 家族のための住宅として、穴住居の代の住宅が最も

能的だったということ ７ 者が、在における居の重要性の原

因としてげていないことはどれか。１ 日本人が社会的体面

を重すること２ 人工照明ので夜がくなったこと３ 余暇がえ

たこと４ 以前ほど家族のみがしっかりしておらず、家族の
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